
 

都道府県名：新潟県 市町村名：妙高市 

１．活動名 

  「みどりの学習推進事業」 

２．取組の背景、目的 

 化石燃料の普及や安価な外国産材の輸入により、国産材の価格が低迷し、需要

が減少した。これにより荒廃した森林が増え、水源涵養や地滑り等の山地災害の

防止など、森林のもつ機能の低下が懸念される。また近年では、地球温暖化防止

のための二酸化炭素の吸収源としても森林整備が見直されている。 

 子どもからも「総合的な学習の時間」等を利用して、森林・林業の果たす役割

や重要性を、体験学習や講義を通じて、森林整備への理解とその普及につながる

ことを目的とする。 

３．実施主体 

  妙高市 

４．取組の概要 

  ・市内6小学校、3～6年生、約262名。 

  ・森林のはたらきなどを子どもたちに理解してもらう講義学習。（6回） 

  ・市内の整備された森林と未整備の森林を見比べることにより、森林整備の必要性や森林の働きを学

習。（4回） 

  ・間伐、植林等の体験活動。（9回） 

  ・製材所等の見学活動。（4回） 

  ・ネイチャークラフト教室等の室内活動。（3回） 

  ・冬の自然を観察するスノーシュー体験。（2回） 

  ・まとめの学習。 

５．支援事業 

  無し。 

６．取組等についての成果や課題 

 学習を通じて、人と森林の関わりや重要性を理解し、大事にしたいと言う気持

ちが高まった。また、間伐や植林など普段の生活では体験できない貴重な体験が

でき、森林に対して興味・関心を持ってもらった。（まとめの学習等から） 

 今後は、実施校が増えることによりスタッフの不足が考えられるので、NPO・

ボランティア団体等に協力してもらいスタッフの確保が必要。 



講義学習 自然学習 

間伐体験 植林体験 

見学学習 室内活動 

冬の活動  

 


